



















































An Essay on Esthetic Sense of Contemporary Japanese Women's Eye Make-Up




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の魔性 & 欲望 BOOK」というキャッチコピー
を掲げている。「もっときれいになりたい」
「もっとお金持ちになりたい」「もっと愛され
たい」と人生の欲望に積極的な女性をター
ゲットにしている。
13　現在の名称は、自由国民社「現代用語の基
礎知識」選ユーキャン新語・流行語大賞。こ
の当時は自由国民社が単独で選定していたが、
後の事業提携により名称も変えられた。ちな
みに、テレビコマーシャルに登場してこの語
を言ったのは女優の瀬戸朝香である。
14　石井政行・石田かおり『「見た目依存」の
時代』、原書房、2005年。
15　著者は竹内一郎、出版社は新潮社（新書）。
出版社による解説は次のようなものである。
「喋りはうまいのに信用できない人と、無口
でも説得力にあふれた人の差はどこにあるの
か。女性の嘘を見破りにくい理由とは何か。
すべてを左右しているのは「見た目」だった！
顔つき、仕草、目つき、匂い、色、温度、距
離等々、私たちを取り巻く言葉以外の膨大な
情報が持つ意味を考える。心理学、社会学か
らマンガ、演劇まであらゆるジャンルの知識
を駆使した「日本人のための非言語コミュニ
ケーション」入門。」（同書カバーおよび新潮
社ホームページ等に掲載）
16　著者は鈴木由加里、出版社は平凡社（新書）。
こちらも参考までに出版社による解説を記し
ておく。「見た目至上主義時代の今、男も美
容に気遣うことは普通になった。だが、「見
た目」のシバリがきついのはやはり女である。
女たちは熱心に化粧をし、「キレイ」を目指す。
それは大きな楽しみであると同時に、苦しみ
でもある。誰のため、何のため、女は「キレ
イ」になろうとするのか。男が首をかしげ、
女も戸惑う、化粧と「キレイ」の真実がここ
にある。」（同書カバーおよび平凡社ホーム
ページ等に掲載）
　　なお、これに前後して似た題名と内容の本
が続々と刊行された。たとえば次のようなも
のである。
　矢澤史子『仕事は見た目』、あさ出版、2006
年
　竹内一郎『女も見た目が９割』、マガジンハ
ウス、2008年
　江木園貴『人の印象は３メートルと30秒で決
まる―自己演出で作るパーソナルブランド
―』、祥伝社新書、2008年
　岡野宏『トップ１%のプロフェッショナルが
実践する「見た目」の流儀』、ダイヤモンド社、
2008年
　このようにビジネス書に数多く登場したこと
から、外見が仕事の結果を左右するという風
潮が社会に定着していることがわかる。
17　「ホルスの目」と呼ばれるシンボルマーク
である。眉毛を伴う目の形の下に脚が２本生
えたような図柄（図１参照）。ホルスは太陽
と天空の神。ハヤブサの頭を持ち、右目は太
陽を、左目は月を象徴していたと言われる。
古代エジプトでは王ファラオはホルスの化身
と考えられていた。ホルスの目は「ウジャト」
と呼ばれてお守りとして用いられていたこと
―　　―21
から、現在のエジプトでもお土産物としてホ
ルスの目が販売されている。
18　「邪視」という邦訳は南方熊楠の造語であり、
熊楠もいくつかの研究論文を著している。以
下を参照。
　南方熊楠「蛇に関する民俗と伝説」、『十二支
考』上巻、岩波書店、1994年
　南方熊楠「悪眼（イヴル・アイ）の話」、『熊
楠漫筆』、八坂書房、1991年
　清水芳見「邪視研究の動向」、『民族學研究』
48巻１号、1983年
19　nazar boncuk（英文表記）のこと。nazar
は「邪視」、boncuk は「ビーズ」の意味。ま
さに邪視を除けるためのガラス製のビーズの
こと。図２参照。
20　この時代は通い婚（妻問い婚）であり、正
妻以外にも妻を持つことができ、そのほかに
妻という名称ではない女性と何人でも関係を
持つことができた社会であった。そのため現
代とは婚姻の意味が違うことを考慮に入れな
ければならない。
